
令和４年12月21日

兵 庫 県

年末年始の医療提供体制の確保



1403.4人
(8/24)

727.9人
(12/20)

68.2%
(8/17)

54.3%
(12/20)

35.2%
(8/26) 16.9%

(12/20)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1/
2

1/
8

1/
14

1/
20

1/
26 2/

1
2/

7
2/

13
2/

19
2/

25 3/
3

3/
9

3/
15

3/
21

3/
27 4/

2
4/

8
4/

14
4/

20
4/

26 5/
2

5/
8

5/
14

5/
20

5/
26 6/

1
6/

7
6/

13
6/

19
6/

25 7/
1

7/
7

7/
13

7/
19

7/
25

7/
31 8/

6
8/

12
8/

18
8/

24
8/

30 9/
5

9/
11

9/
17

9/
23

9/
29

10
/5

10
/1

1
10

/1
7

10
/2

3
10

/2
9

11
/4

11
/1

0
11

/1
6

11
/2

2
11

/2
8

12
/4

12
/1

0
12

/1
6

10万人当たり患者数（週）

病床使用率（％）

重症病床使用率（％）

(対10万人(人)) (％)

新規感染者数と病床使用率の推移

1



1週間平均患者数（推定）の合計（新型コロナウイルス+季節性インフルエンザ）

※インフルエンザについては、定点報告期間である前週月曜日から日曜日の患者数から推計

新型コロナについては、直近の患者数を反映するため、インフルエンザ速報日にあわせ水曜日の週平均患者数 2

推計

12/21時点

12/28推計



外来フェーズの引き上げ（感染拡大期→流行期）

○12月21日時点の週平均外来患者数は約5,900人で、28日にはコロナ患者が9,000人以上になると想定。
○直近の患者増加傾向や発熱外来の負担を踏まえ、年末年始に向け、流行期に備えた医療提供体制が必要
12月28日に、外来フェーズを「流行期」に引き上げ、医師会等と連携し、医療提供体制を確保

３

外来フェーズ 感染警戒期 感染拡大期 流行期

週平均外来
患者数(※) ～約5,000人/日 約5,000人/日～

(第６波ピーク並み)
約９,000人/日～

(第７波ピーク2週前患者数)
外来提供
体 制

地域の実情に応じた輪番制
や臨時外来等の設置検討

・発熱外来診療時間延長検討
・臨時外来等の設置準備

・発熱外来の診療時間延長
・臨時外来の実施

県民への
メッセージ

・ワクチン接種の推奨

・常備薬、抗原検査キットの家
庭備蓄の呼びかけ

左に加えて
・重症化リスクの低い軽症者
（13才～64才）へ自己検査、
自主療養の呼びかけ

・重症化リスクの低い軽症者
（13才～64才）の自己検査、
自主療養の更なる協力依頼

※ 目安となる平均外来患者数（日単位）は、 各週の新型コロナウイルス患者とインフルエンザ患者定点報告
より推計（毎週公表） 来患者数は目安であり、医師会等を通じて診療現場の意見も踏まえて切替

年末までの外来患者見込

外来フェーズの引き上げ

区分 12月14日(感染拡大期) 12月21日時点(感染拡大期) 12月28日推計(流行期)

週平均外来患者数 約4,800人 約5,900人 約8,000人

コロナ感染者数 7,656人 8,760人 約10,000人

12月28日から当面の間、外来フェーズを引き上げ



入院フェーズの変更（Ⅳ⇒Ⅴ）

〇 年末の感染拡大に備えるため、入院フェーズⅣ⇒Ⅴに変更(12/28)し、入院医療体制を確保

入院フェーズ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

切替の目安 病床利用率 10%未満 10%以上 30%以上 50%以上 総合的に判断

体制
病床

病床数 800床程度 1,000床程度 1,200床程度 1,400床程度 1,700床程度

うち重症 40床程度 70床程度 100床程度 120床程度 140床程度

宿泊 室数 800室程度 1,100室程度 1,400室程度 1,700室程度 1,800室程度

４

入院フェーズの引き上げ

入院病床の確保

・病床1,712床（うち重症142床）、宿泊療養施設1,812室(うち医療強化915室)を確保

・医療機関に対し、受入病床の拡大及び転院促進について協力を要請

12月28日から入院フェーズを引き上げ
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区分 主な医療体制の強化内容

発熱外来の
体制強化

○ 流行期(※)に、診療時間(2時間以上)の拡大や休日開院(2時間以上)を行う発熱
外来等に協力金を支援
【診療機能強化協力金：４０千円/日】

夜間救急外来
の強化

○ 流行期(※)にコロナ患者及びコロナ疑い救急患者に対し、夜間に、検査・診断
・処置を実施する救急医療機関に対し、協力金を支援
【夜間救急体制確保協力金：１２千円/人】

入院医療体制
の強化

○ 流行期(※)に、分娩受入医療機関拡充のため、分娩取扱を行う入院受入機関に、
協力金を支援 【分娩受入体制確保協力金：３００千円/人】

年末年始の医療提供体制の確保
〇 流行期に備え、外来医療提供体制や夜間救急体制、新型コロナ対応妊婦対応を強化

○ 人材確保が困難になる年末年始に向け、県医師会等関係団体等と連携し、医療提供体制等を確保

※流行期：12月28日から当面の期間(以下対策も同様期間)

流行期に備えた医療提供体制の強化

年末年始（12/29～1/3）に備えた医療提供体制の確保
区分 主な医療体制の確保内容

発熱外来等の
体制確保

○ 年末年始に診療を行う発熱等診療検査医療機関及び薬局に対して、かかり増し
となる運営経費を支援 【補助単価 1万5千円/日】

入院医療体制
の体制確保

○ 年末年始に入院患者を受け入れた医療機関に対し、運営経費の支援を加算
【補助単価 入院患者1人あたり1万2千円/日 (通常分とあわせて2万4千円/日)】

５

年末年始の入院調整等の対応
○ 地域毎に連絡先を共有し、患者の症状に応じて保健所及びCCC-hyogo等が入院調整等を実施

抗原検査キット配送体制の強化
○ 低リスクの有症状者が自己検査できるよう抗原検査キット配送体制を強化(4千個/日→6千個/日)



年末年始（12/29～1/3）の医療提供体制の確保 
 
年末年始（12 月 29 日～１月３日）は、長期休業を行う医療機関等が多いが、流行期の新型

コロナ対応を強化するため、発熱外来や入院受入医療機関に支援を実施し、医師会等関係団体

と連携し、必要な医療提供体制を確保する。 
 
１ 年末年始の医療提供体制（12 月 21 日時点） 

（１）外来診療体制 

各圏域の発熱等診療・検査医療機関等（夜間休日診療所含む）において、下表のとおり 

診察等を実施する予定 

 
 

    

  

 

 

 

  

 

 

 
 

① 公表の同意を得た医療機関について、12月28日以降に県ＨＰで開設日を公表予定 

② 年末年始の発熱等診療・検査医療機関開設支援を実施 【支援金：＠1万5千円/日】 
 
（２）入院医療体制 

  入院受入医療機関（121 病院）において、下表のとおり受入を実施 

年末年始入院受入支援を実施【入院患者1人あたり1万2千円/日 (通常分とあわせて2万4千円/日)】 

区分 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 

病院数 91 81 73 70 73 75 
 

２ 流行期に向けた更なる医療提供体制の確保 

  発熱外来や入院受入医療機関に支援を実施し、医師会等と連携し医療提供体制等を確保 

（１）外来診療体制 

①流行期の更なる実施にむけて、診療時間(2時間以上)の拡大や休日開院(2時間以上)を 

行う発熱外来等に協力金を支援し、体制確保を依頼【診療機能強化協力金：4万円/日】 

②併せて、コロナ患者及びコロナ疑い救急患者に対し、夜間に、検査・診断・処置を実 

施する救急医療機関に対し、協力金を支援【夜間救急体制確保協力金：1万2千円/人】 
 

（２）入院医療体制 

①一般医療とのバランスを配慮しつつ、更なるコロナ病床の確保を要請 

②分娩受入医療機関拡充のため、分娩取扱を行う入院受入機関に、協力金を支援 

【分娩受入体制確保協力金：30万円/人】 

③医療機関等と連絡先を共有し、患者の症状に応じて保健所及び CCC-hyogo 等が入院調整

等を実施 
 

（３）抗原検査キット配送体制 

   低リスクの有症状者が自己検査できるよう抗原検査キット配送体制を強化(4千→6千個/日) 

日程 12/29(木) 12/30(金) 12/31(土) 1/1(日) 1/2(月) 1/3(火)

神戸 103 52 31 27 28 35

阪神 165 61 43 27 37 40

東播磨 55 17 13 12 11 10

北播磨 31 13 7 4 8 6

播磨姫路 89 42 18 17 20 19

但馬 20 10 6 5 7 5

丹波 13 10 4 3 4 5

淡路 25 14 9 9 10 10

計 501 219 131 104 125 130



年末年始（12/29～1/3）の相談体制等の確保 
 
流行期に発熱患者が増加することから、年末年始（12 月 29 日～１月３日）の相談体制

を確保する。 
 
１ 相談体制 

相談体制の強化を進めるとともに、発熱症状がある場合等に、下表の相談センターにお

いて、診療・検査体制が整った地域の医療機関（発熱外来等）への紹介を実施 

＜相談センター連絡先一覧＞ 
区分 相談窓口 受付時間 連絡先 

県 
兵庫県新型コロナ健康相談 
コールセンター 

24 時間対応 
078-362-9980 
(FAX：078-362-9874) 

政
令
中
核
市 

神戸市新型コロナウイルス専用
健康相談窓口 

24 時間対応 078-322-6250 

姫路市保健所 
（12/29 及び 12/30）9 時～18 時 
（12/31～1/3）9 時～17 時 

079-289-0055 

尼崎市保健所 9 時～17 時 06-4869-3015 

西宮市保健所 9 時～17 時 0798-26-2240 

あかし保健所 
9 時～18 時 
（上記以外で急ぎの場合は市役所代表） 

078-918-5439 
(078-912-1111) 

 

２ 陽性者の健康フォローアップ体制 

  医療機関で陽性になった方や自己検査で陽性なった自主療養者の登録や健康相談等の

個別支援について、年末年始においても充実強化し、フォローアップ体制を確保 

  ＜健康フォローアップセンター登録先一覧＞ 

区分 相談窓口 受付時間 連絡先 

県 

兵庫県新型コロナ健康
相談コールセンター 

24 時間対応 
078-362-9980 
(FAX：078-362-9874) 

兵庫県自宅療養者等相
談支援センター 

24 時間対応 医療機関の配布チラシ等提示 

兵庫県陽性者登録支援
センター 

9 時～18 時(電話受付) 
24 時間対応(Web 受付) 

078-371-2855 
 

政
令
中
核
市 

神戸市自宅療養フォロ
ーアップセンター 

毎日 24 時間 
（21 時～翌 8時 45 分は体調
に関する相談のみ受付） 

東灘区 078-322-5516、078-322-5527 
長田区 078-322-6572、灘区  078-322-5528、 
須磨区 078-322-6577、中央区 078-322-5565、 
北須磨 078-322-6628、兵庫区 078-322-6525、 
垂水区 078-322-6541、078-322-5494       
北区  078-322-5465、北神区 078-322-6568 
西区  078-322-5498、078-322-5302 

尼崎市陽性者登録センタ
ー（登録等問合せ先） 

毎日 9時～17 時 
※時間外は、兵庫県新型コロ

ナ健康相談コールセンター 

06-4795-5943 

尼崎市陽性者健康ホット
ダイヤル（体調不良時） 

非公開 
※陽性者の方に個別でお知らせ 

姫路市自宅療養者の 
体調不良専用ダイヤル  

（12/29 及び 12/30）9 時～19 時 
（12/31～1/3）9 時～17 時 
※時間外は、兵庫県新型コロ
ナ健康相談コールセンター 

079-289-1888  

西宮市新型コロナウイル
ス感染症医療相談窓口        

月～金：9時～19 時、 
土日祝：9時～17 時 
※時間外は、兵庫県新型コロ

ナ健康相談コールセンター 

電話 0798-26 ｰ 2240、 
FAX0798-33-1174 

西宮市療養サポートセ
ンター（届出対象外の
方専用） 

9 時～19 時 
※時間外は、兵庫県新型コロ

ナ健康相談コールセンター 

電話非公開 ※陽性者の方に個別でお知らせ 
FAX 0798-33-1174 

あかし保健所保健予防課 
毎日 9時～17 時 40 分 
※時間外は、兵庫県新型コロ
ナ健康相談コールセンター 

078-918-5421 

 


